23　説話　天文雑説　臆病の熱にうかされる　着眼点　読解⑦
この頃奈良に、番匠ありけるが、「近年天下騒がしく、①強盗の憂へ、所々にかまびすし。かやうの折からは、町屋とても頼みがたし。ただ門戸をよくかたむるにしくはなし」とて、一家内五六人の者ども、入相の頃より戸を立てて、いかなる用事を言ひ来たる人にも、戸口にて返事をして、開くることなかりしに、ある夜、盗人来たりて、戸をきしり、掛け金を外して侍るを、番匠聞きつけて、「さればこそ」と思ひ、手鑓を持ちて、震ひ震ひ戸の傍らへ近づき寄り、②「開けたらむ時、突き殺すべし」と思ひけるに、頭の毛立ち、足よろよろと震ひ出で、手に力もなくおぼⓐえしが、よくよくこらへてゐけるに、かの盗人やうやく戸を細目に開けて、頭を差し入れⓑむとする所を、大音声をあげて、③「盗人、おぼえたりや」とばかり言ひて、鑓は手に握りたるままなり。盗人はこの声に驚きて、「心得侍る」と言ひて、逃げ失せけり。
　家内の者ども、「いみじくあそばさるることなり」と言ひて、火をともして見れば、番匠は大わらはにⓒなりて、鑓を持ちて立ちたりけれど、盗人を殺したる体にも見えず。④「いかに」と問へば、⑤「さてさても高運の盗人かな。まさしく突きとめたりと覚えしが、逃げたり。さては鑓の手より言葉を先立て侍ると見えたり。よしよし、⑥何にてもあれ、重ねては来たるまじ。しおほせたり」とののしりて、臥したりしが、寝入りたる内にも、大声を上げて「おぼえたりや、おぼえたりや」と呼ばⓓるること㋐なのめならず。
　女房ゆすり起こして、「何をのたまはせ給ふ」と言へば、「さてさて、怖き盗人かな」と言ひしが、その翌日より㋑そぞろに寒くなり、後、発熱すること火を焚くがごとし。家内慌て騒ぎて、医師を迎へて見せ侍るに、煎じ薬など与へ侍れど、なほ熱も冷めずして、「あらおそろしの盗人や。あらこはや」など泣き侍るままに、⑦医師ももてあつかひかねて、「いにしへより多くの熱病をも治し侍れど、かかる臆病の熱は、今が初めにて侍り。⑧この病は、かの盗人ならでは療治する人あるまじ。はやはや呼び迎へて、よくよく詫び言し給へ」と言ひ捨てて帰りけり。その後は、ほかの医師もこのことを伝へ聞きて、療治せんと言ふ者一人もなし。かかりしほどに、尊き真言僧を迎へて祈禱し侍れど、はかばかしくもなかりけり。
語注

番匠＝大工のこと。

入相＝日没。

手鑓＝柄が標準より短い槍。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
［　　　　］が出没することを聞いた［　　　　］は用心していた。ある日、［　　　　］が来たが、［　　　］を張り上げると盗人は驚き、［　　　　］てしまった。その後、［　　　　］でうわごとを言い、［　　　　］してしまった。［　　　　］などを呼んでも治らなかった。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈2点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ⓐ〜ⓔの文法的説明の組み合わせとして正しいものを選べ。　〈2点〉
ア　ⓐ　過去の助動詞　　ⓑ　意志の助動詞　　ⓒ　断定の助動詞
　　ⓓ　尊敬の助動詞　　ⓔ　断定の助動詞
イ　ⓐ　動詞　　　　　　ⓑ　推量の助動詞　　ⓒ　断定の助動詞
　　ⓓ　受身の助動詞　　ⓔ　格助詞
ウ　ⓐ　強意の副助詞　　ⓑ　推量の助動詞　　ⓒ　動詞
　　ⓓ　自発の助動詞　　ⓔ　格助詞
エ　ⓐ　過去の助動詞　　ⓑ　意志の助動詞　　ⓒ　動詞
　　ⓓ　尊敬の助動詞　　ⓔ　断定の助動詞
オ　ⓐ　強意の副助詞　　ⓑ　意志の助動詞　　ⓒ　形容動詞の一部
　　ⓓ　受身の助動詞　　ⓔ　接続助詞
問四　傍線部①とあるが、番匠の家では強盗を防ぐため、どのようなことをしたのか。三十字以内で答えよ。　〈5点〉

問五　傍線部②・⑥・⑧を現代語訳せよ。　〈3点×3〉

②［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

⑥［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

⑧［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問六　傍線部③とあるが、この時の番匠の説明として最も適当なものを選べ。　〈4点〉

ア　盗人を怖がって恐れおののいているが、それでも盗人をやりこめなければならないと勇気をふりしぼっている。

イ　盗人を殺してしまうかもしれないことに罪悪感を覚え、自分の声で盗人が逃げてほしいと願っている。

ウ　盗人に対して強い怒りを覚えたものの、冷静さを取り戻し、盗人を殺すことなく追い払う方法を探っている。

エ　盗人に殺されたくないと思いつつも、家人を守ることができるのは自分しかいないと自らを奮い立たせている。

オ　盗人が逃げずに自分に挑んできたことに驚きつつ、反撃しなければ自分までも殺されてしまうと焦っている。

問七　傍線部④とあるが、この時の「家内の者」の思いを、四十字以内で答えよ。　〈7点〉

　

問八　傍線部⑤とあるが、番匠は、どのようなことを「高運」だと言っているのか。四十字以内で答えよ。　〈7点〉

　

問九　傍線部⑦とあるが、この時の医師の心情を説明したものとして最も適当なものを選べ。　〈4点〉

ア　番匠が、煎じ薬を与えても熱が冷めず、盗人を怖がって泣いてばかりいるので、自分では治すことができないと困惑している。

イ　目の前で苦しんでいる番匠の高熱の原因が自分の知識では全くわからず、医師なのに病人を治せない自分を情けなく思っている。

ウ　病気だと思って番匠を診てみたものの、番匠のうわごとを聞いているとそれが病気ではないことがわかり、安心している。

エ　番匠の高熱の原因が盗人にあることを知っているのに、わざわざ自分を呼んで治療させようとした家の者たちに腹を立てている。

オ　自分が処方した煎じ薬を、番匠は飲もうともせず、ずっと盗人を怖がって泣き続けているので、治療できずに戸惑っている。

問十 本文の内容に合致するものを二つ選べ。　〈4点×2〉

ア　家に入ると鑓で突き殺されそうになった盗人は驚き、番匠に向かって大声で謝罪の言葉を言いながら逃げて行ってしまった。

イ　番匠は家の者たちに向かって盗人を鑓で突き殺したと言ったが、そこに盗人がいなかったため、家の者たちは不審に思った。

ウ　番匠は、鑓で盗人を突こうとしたが、実際は恐怖で鑓を持つ手が動かなかったため、盗人はそのまま逃げてしまった。

エ　盗人を追いはらった番匠は、とりあえず満足して寝入ったが、盗人を突き殺せなかったことを悔やんで、うわごとを何度も言った。

オ　高熱を出してうわごとを言い続ける番匠を女房が起こして話を聞くと、番匠は、本当は盗人が怖かったのだと女房に告げた。

カ　番匠の高熱を治そうとした医師が、高熱の原因は番匠の臆病にあると言ったため、家人は医師に番匠を診せることを諦めた。

キ　番匠の熱を冷ますには、盗人を呼んできてその盗人にきちんと謝まればよいと医師は言ったが、家の者はそれを実行しなかった。

ク　番匠の熱は手の施しようがない状態であったため、僧を呼んで祈禱してもらったところ、番匠の病は少しばかり良くなった。
【解答】
問一　［強盗］が出没することを聞いた［番匠］は用心していた。ある日、［盗人］が来たが、［声］を張り上げると盗人は驚き、［逃げ］てしまった。その後、［大声］でうわごとを言い、［発熱］してしまった。［医師］などを呼んでも治らなかった。
問二　㋐＝並々でない　㋑＝むやみやたらだ　〈2点×2〉
問三　エ　〈2点〉

問四　家の者が日没には戸を閉め、来客にも戸を開けずに応対すること。（30字）〈5点〉

問五　②＝もし開けたような時は、突き殺そう。　〈3点×3〉

⑥＝いずれにしても、二度とは来ないだろう。

⑧＝この病は、あの盗人でないならば治す人はいないだろう。

問六　ア　〈4点〉

問七　番匠が大声を上げて盗人を追い返したはずなのに盗人の姿が見えず、不審に思っている。（40字）　〈7点〉

問八　盗人が、番匠の思わず出した大声に驚き、そのまま逃げて命拾いすることができたこと。（40字）　〈7点〉

問九　ア　〈4点〉

問十　ウ・キ　〈4点×2〉
【補充問題】

問１　「かやうの折」（１行目）とあるが、どのような「折」か。二十字以内で答えよ。

問２　「ただ門戸を〜しくはなし」（２行目）とあるが、この時の番匠の思いとして最も適当なものを選べ。
ア　貧しい自分の家にも強盗が入ることがあるだろうか。

イ　自分の財産目当ての強盗は必ずいるので、自分で守るしかない。

ウ  どこからでも強盗は入ってくるので、盜まれても仕方がない。

エ　強盗が入るかもしれないので、用心をしておこう。

オ　強盗よけの仕掛けを作っておけば、寝ている間も安心だ。

問３　「よくよくこらへてゐけるに」（6行目）とあるが、この時の番匠の説明として、適切なものを選べ。

ア　以前から警戒していた強盗が自分の家に入ってきたことを知り、早く対決して突き殺してしまおうと武者震いをしている。

イ　強盗が自分の家に押し入るという思ってもみなかった事態に直面し、どうすればいいのかわからないで困惑している。

ウ　前々から警戒していた強盗が実際に自分の家に入ったことがわかり、強盗に対して怖じ気づいてしまっている。

エ　強盗に遭ったら不意打ちして退散させようと以前から計画を立てていたのに、強盗にいざ対面して計画を忘れてしまっている。

オ  強盗と遭遇することを恐れ続けていたので、自分の家に強盗が入ったことを知って、恐ろしくて動くこともできないでいる。

問４　「しおほせたり」（12行目）の言葉からうかがえる番匠についての説明として、最も適当なものを選べ。

ア　計画通りに事態が進んだことを周囲に吹聴することで、自分の頭の良さを示そうとしている。

イ　自分の失態を周囲に知られないようにしたいと思いながらも、恐怖のために助けを求めている。

ウ  鑓の使い方が下手だったことを隠したいと思う一方で、盗人を退散させたことに満足感を覚えている。

エ  大声を上げてしまったことは失敗だったと後悔する一方で、盗人を殺さなかったことに安堵している。

オ　自分が臆病であることを周囲に悟られないようにしながら、盗人を自分が退散させたと強がっている。

【補充問題解答】

問１　強盗があちこち出て、世間が物騒な時期。（19字）
問２　エ
問３　ウ
問４　オ
